
 

 

学校の教育目標  

    「みすゞさんの心を学び、素直な心でたくましく生きる 仙崎っ子の育成」 
   
 
 
6 年生の総合的な学習の時間「つむぐ・未来へ  ～恩返しプロジェクト～」の一環と

して、子どもたちは地域の方の熱き想いに耳を傾けました。地域の方が、こんなことを
語ってくださいました。  

「昔は、テレビやゲームがなくて、帰ったら家の手伝いをして、
みんな遊びに出てた。遊びに出たら、年齢問わず子どもがいて、上
の子は下の子をけがさせないように見守りながら遊んでいた。だ
からリーダーシップや責任感が育つし、体力もつく。知恵や考える
力もつく。地域を動き回るから、地域のこともわかるし、愛着もわ
く。もっと地域に出てほしい」「おまつりがなくなっていくのはさ
みしい。『子ども神輿』がなくなったことすら、今の子どもたちは
知らない…」「おまつりは、文化をつなぐこと。決して無駄ではな
い。あえてしないと…」「伝統とは、ずっと続いて『伝統』。約 350
年も続いているバトンをつなぎたい」「おまつりを通して、みんな
の心が一つになっていく」…「子ども時代は、いっぱい遊んで、い
っぱい友だちをつくってほしい」「昔は、大人も子どももいっぱい
あいさつをしていた。あいさつをいっぱいしてほしい」「大人が楽
しんでいる姿を子どもたちに見せたい」「大津あきらさんのことも
知ってほしい」…。  

6 年生は、こんな感想をもちました。  
「地域の方に話をうかがうことで、仙崎の昔と今をくわしく知ることができました。こ
れから自分たちにできることは何ができるのか、しっかり見つけていきます」「伝統の
バトンが自分たちにもつながろうとしていることを知りました」「地域の方は、元気だ
なあと思いました。その元気をつくっている一つが、自分たちの『あいさつ』であるこ
とを知り、あいさつを意識したいと思いました」「鯨唄をがんばります」…。  

【仙崎祇園祭とは】  
仙崎祇園祭は、「おみこし」と「山車（だし）」によって、仙崎の

安全を願うおまつりです。今の形になったのは、1678 年頃からと言
い伝えられています。約 350 年も続いているおまつりです。仙崎を
にぎやかにしていくために、鯨組（くじらぐみ）から資金を得て、仙
崎祇園祭は始まったそうです。昔は、おまつりにサーカスも来ていた
とのこと。人が少なくなったので、少しずつ形を変えて仙崎祇園祭は
続いています。  

7 月 20 日（日）、５・6 年生は、仙崎祇園祭の際、八阪神社にて
鯨唄（くじらうた）を披露して、おまつりを盛り上げます。  
「仙崎祇園囃子（せんざきぎおんばやし）」「瀬戸崎鯨唄」を体験

できるワークショップが行われます。ぜひ、１回でも体験して地域伝
統芸能の魅力を体感してほしいと思います。ちらしは、配付済みです。 
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１日（火）特別時程  ２日（水）集団下校 通小交流日 幼保小交流 

３日（木）特別時程  ４日（金）委員会活動   

６日（日）3 年親子会 ７日（月）ふるさと活動 

８日（火）校内水泳記録会 みすゞGT  

９日（水）仙崎小・中学校特別支援学級交流会  

10 日（木）水泳記録会予備日 通小交流日 

11 日（金）6 年青海島観光 クラブ  15 日（火）みすゞGT 

17 日（木）第１回学校保健安全委員会 ふるさと活動 通小交流日 2 年親子会 

18 日（金）終業式 給食終了 

20 日（日）仙崎祇園祭 鯨唄（5・6 年生参加） 

21 日（月）㊗海の日 23 日（水）・24 日（木） 個人懇談会 

７月に「令和７年度  学校・地域連携カリキュラム」を配付いたします。子ども  

たちが、仙崎の誇りを継ぐ、地域の大切な「ひとり」と育っていくように。そして、

自分で考え、判断し、行動できる人へ育ってほしい、という願いを込めて、生活科・

総合的な学習の時間、自立活動を中心に令和７年度の教育計画をデザインしました。  

 子どもと大人がこだまし合いながら、学校と家庭、地域みんながこだまし合いなが

ら、「子ども」を真ん中にして、いっしょに「子どもたちの学びと成長」を支えてく

ださるとうれしいです。  

 ２年生が、さわやか海岸で活動をしていると、通りがかった船が子どもたちに放水

のプレゼントをしてくださったり、４年生がセンザキッチンへ行くと「本日は、仙崎

小学校４年生のみなさんが…」とさりげなく館内にアナウンスしてくださったり…粋

な計らいをしてくださる仙崎です。みなさんのあたたかさに胸がいっぱいになりま

す。いつもありがとうございます。  

 

  

 

 

 

 

 

７月のみすゞさんの詩 ミニコラム 

「学校・地域連携カリキュラム」をデザインしました 
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こんなお話をうかがいました。仙崎を

観光された方の満足度が、全国的に見

てもとても高いそうです。観光された方の

アンケートでいちばん多かった回答。そ

れは、なんと地域の方の「おもてなしの

力」だということです。人間力です。 

わたしたちみんなが「仙崎アンバサダ

ー」なのかもしれません。 

最近、さまざまなところからお客様が仙崎

小学校に来校されます。先日は「海とかも

め」という本を手にしたお客様。こう言われ

ました。「札幌からまいりました。みすゞさん

がいらっしゃった学校をぜひとも見たくて。」 

 

 

 


